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対 岬

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
は
破
綻

「負
の
遺
産
」
積
み
上
げ
て
ど
う
す
る
Ｐ

原
一†
濯
秘
型
含
具
ムは
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
の
重
要
施
設
で
あ
る
日
本
原
裕

六
ケ
所
舟
処
理
工
場

全
果
替
埜
ハ
ケ
所

し

に
つ
い
て
士
二
日
、
新
規
制
発
平

に

バ
最
ビ

し
た
と
す
・金
番
査
書
案
を

了
承
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
、
国

民
の
信
頼
ア笙
異
切
る
審
査
は
な
い
。

日
本
は
原
子
力
開
発
の
当
初
か
主
局

凍
壇
躯
狸
ぎ
一蒋
来
の
原
方

の
工
四

と
位
置
づ
け
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
高
速
増
殖

炉
は
、
原
型
炉

「も
ん
じ
ゆ
」
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
漏
れ
。
火
災
事
故

（
一
九
九
五

年
）
、
そ
の
後
、
長
期
の
星
腎
信
上を

経
仁
つ
え
で
運
魃
再
開
を
強
行
一し
て
ま

た
事
故
に
一旦
山

（二
〇

一
〇
年
）
し
て

運
転
停
止
。
結
篇
α
床
鴛
係
△
走
（
王
ハ

ｅ

と
な
っ
た

日
本
の
原
発
で
生
ま
れ
た
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
だ
か
ら

「純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

と
称
し
、　
デ
狭
常
ノラ
ン
の
ほ
と
ん
ど

を
利
用
で
き
る

と
原
子
力
開
発
研
究

利
用
長
期
計
画
に
ウ
ソ
ま
で
書
い
て

プ
の
原
子
ど

レ
⊂キＣ
れ
た
曼
稽
殖

炉
開
発
は
、
民
間
も
〈由
め
二
兆
二
千
億

円

八
〇
～
〇
五
年
）
の
大
浪
費
の
上
、

大
失
敗
に
終
わ
り
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

は
破
綻
し
た
¨
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
使
い

道
は
な
ヽ
な
っ
た

再
処
理
で
新
ユに
に

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
分
離
し
て
ど
う
す
る

の
？
　
使
い
道
の
な
い
施
設
の
審
査

パ
ロ格
」
と
は
問
題
外
で
あ
う

日
本
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
大
量
約
四

十
七
ト
ンも
保
有
っ
世
界
で
は
日
本
の
核

武
装
の
懸
念
が
高
ま
る
。
日
本
は

「利

用
目
的
が
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
も
た

な
い
」
と
官
一言
し
、
世
界
の
懸
△サ
ぎ
か

わ
し
て
い
る
が
、
説
得
力
は
な
い
。
そ

ン
入
六
ケ
所
舟
処
理
工
場

肴
月
済
み

燃
料
年
間
人
百
トン処
理
孝
ａ

を
稼
働

さ
せ
れ
ば
、
新
た
に
年
間
人
ト
ン
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
上
乗
せ
す
奄

　
層
の
遺

産

の
積
み
重
ね
で
あ
亀

一畳
澪
捐
殖
炉
の
実
用
化
時
期
を
示
せ

な
い
政
府
は

「軽
水
炉
量
馴
化
特
岱

と
称
し

Ｍ
Ｏ
Ｘ

９
／ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
）
燃
料
を
使
う

「プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
」
を
掲
げ
た
。

こ
れ
も
福
島
原
発
事
故
で
原
発
の
再
稼

○

「東
海
第
二
　
工
事
中
止
を
―
」
　

（三
面
）

○

「安
心
な
き
放
出
」
戒
め
　
処
理
水
問
題
で
意
見
聴
要

天
只
四
面
）

○
核
兵
器
に
七

。
人
兆
円
　
九
核
保
有
国
の
一
九
年
関
連
予
算
（五
面
）

働
は
厳
し
く
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
消
費
が

見
込
め
る
も
の
で
は
な
い
。

規
制
委
の
六
ヶ
所
舟
処
理
工
場
の
審

査

パ
晟
冨

自
体
も
問
題
で
あ
う

同
工
場
は
一
九
九
二
年
建
設
開
始
∪

当
初
一
九
九
七
年
竣
工
予
定
の
も
の
。

そ
の
後
「
竣
工
延
期
が
二
十
四
回
も
繰

り
蓄
賃
れ
、
四
半
世
榔
び
獲
精
櫂し
て

も
竣
工
の
見
通
し
は
な
い
。
建
設
費
は

立嘉
彎
砕
工
会
日億
円
と
見
込
ま
れ
た
が
、

工鎧
鮒
讐
箔
天
の
対
応
書
約
七
千
五
百

億
円
を
加
え
て
約
二
兆
九
千
五
百
億
円

に
ま
で
膨
張
し
た
。
加
え
て
建
設
ず
み

の
施
設
は
老
朽
化
が
目
立
ち
、
今
後
さ

ら
に
コ
ス
ト
が
膨
ら
む
公
算
大
で
あ
る
。

イ
ヽ
い

規
制
委
の
審
査
で
、
こ
の
体
た
ら
く

が
審
査

・
検
討
さ
れ
た
と
は
到
低
思
え

な
い
。
こ
れ
は
普
通
の
審
査
で
終
え
て

い
い
も
の
で
は
な
い
。

政
府
は

「も
ん
じ
ゆ
」
廃
炉
と
と
も

に

コ邑
速
炉
開
発
」
を
決
一札
　
「も
ん

じ
ゅ
」
後
継
と
し
て
い
る
。
　
届
襦
ど

抜
き
の
品
速
炉
は
最
澪
増
殖
炉
と
は
似

て
非
な
る
も
の
で
あ
う

）」ン」で
も
新

た
な
ウ
ソ
を
つ
い
て
い
る
。

●

「嘘
は
大
き
い
ほ
ど
良

い
。
大
衆
は
小
さ
な
嘘
よ

り
大
き
な
嘘
に
だ
ま
さ
れ

や
す
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら

は
小
さ
な
嘘
は
自
分
で
も

つ
く
が
、
大
き
な
嘘
は
怖
く
て
つ
け
な

い
か
ら
だ
」
―
―
こ
れ
は
ア
ド
ル
フ
・

ヒ
ト
ラ
ー
の
言
で
あ
る
●
日
本
の
原
子

力
政
策
に
は

「二日

を

里
ど
と
す
る

類
い
の

「大
き
な
嘘
」
で
塗
り
固
め
ら

れ
て
い
る
ｕ
日
本
の
原
発
立
地
は

「世

界
一
危
険
」
な
も
の
で
あ
る
が
、　
再
」

界
一
安
全
」
と
さ
れ
た
。
国
民
の
多
く

は
、
福
星
空

原
奪
章
跡
い
，つ
原
子

力
災
害
を
経
験
し
て

「危
険
」
で
あ
る

こ
と
を
知
る
に
至
っ
た
●
日
本
の
原
発

開
発
に
は
い
多
く
の

「大
き
な
嘘
」
が

埋
め
込
ま
れ
、
国
民
が
だ
ま
さ
れ
て
き

シ
％
　
［ロ
ス
一
宙
雫
「
欠
警
兄
性
レ
ヽ
倅
自
世
讐
違
話
ツ
側
因レ
ｃ

の
一代
少
は
、
）
ヽ
ひ
ら
の

「大
き
な
喘
」

の
告
発
で
あ
っ
た
。
い
ま
も
原
発
運
転

井
τ
止
め
や
原
発
損
害
賠
償
訴
訟
で
は
、

そ
れ
が
争
わ
れ
て
い
る
「
こ
れ
ら
運
動

の
成
果
と
し
て
、
国
民
も
そ
れ
を
自
覚

し
始
め
て
い
る
●
ハ
由
中の
規
制
委
の
六
ケ

所
舟
処
理
工
場
の
審
査

パ
長
出
話
も

「大
き
な
喘
」
の
一
つ
。
原
発
大
事
故

一笙
降
験
し
て
か
ら
、
そ
の

「危
険
」
を

知
る
と
い
つ
の
で
は
犠
牲
が
大
き
す
ぎ

る
し
、
悔
し
い
話
で
あ
奄

原
奎
塵
退

の
国
と
希暑
裂
至
性
の
一言
い
分
は
、
ま
ず

疑
つ
て
か
か
る
こ
と
が
圧
要
で
あ
る
。


